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稲イモチ病発生仁li諸種の理境要素があげられるが， そのうちの重要なものとして稲が吸牧する謹

酸の問題がある. 稲に対する珪酸の施用は茎葉の表皮細胞，特仁本病菌が最も侵入しやすいと認

められている機動細胞岨.52.ぬ〕を珪質化し・.11・16.!4.岨・ 49h その珪酸蓄積量は著しく増加すること

が明らかにされた JI.18. 22. 23.肌 29.日.r;2~ o!.刷、.かかる稲はイモチ病仁対する抵抗性が高いと報告さ

れ， Wagner"'O)もまた大麦のウドγコ病の予防仁著しし1効果があることを明らかにした.

著者の一人小林間はかんがい水仁よって椙に供輸される珪酸は意外仁多量であり(ー夏の間仁反

当4貫ないし20貫，全国3∞万町歩の水田仁対しては合計80万屯余)，かつ稲が吸牧する珪酸

の量は河水中に溶解する珪酸量の多少仁よって著しく影響されることを水及び稲藁の分析結果から

明確仁した. したがってイモチ病発生の頻度はかんがい水質仁よって著しく彫響されると推定されるの

で， この点を病現学並仁化学的見地から研究し，病害の防除， 施肥の改善仁役立たせんとするも

のである.

その予備試験として珪酸の施用とイモチ病の発生並仁内化学的関係，及び日野川と大江川の水

質とその流域仁栽培する稲葉内の珪酸含有量などについて比較考察した結果を報告する.

従来7k'帽の生理仁及ぼす珪酸の問題仁ついては， 都押な博解珪酸を多量に入手することが困難

とされ. 電気透折によって得られる僅少の珪酸をもって極く小規模のポット試験を行うに止まったの

であるが，筆者らはイオン交換樹脂法を応用して多量の珪酸溶液を調製し，実際の圃場における栽

培試験を実施した.

11従来の研 究

植物体中には多量の珪酸が含有されていることが報告されてより，珪酸の栄養生理作用並び仁病

容の予防的作用について極めて多数の研究がある.珪酸は諸種作物の諸育を正常化し或は好啓司障

をおよlますとの考えは今までの多数の報告から全く異論がないZ2.23. 20.丸田.M. 17.50). 

W昭 ner刊)は，大麦仁珪撃の施用iま植物体内仁珪裁が吸牧集積され，ウドγコ病の予防効果が

あったと報告した.わが国でも水稲の実験では， 窒素肥料の多用はイモチ病の発生を婚加するが，

珪駿の施用はイモチ病仁対する抵抗性を高め， 櫨病が減少するとの報告が多し:¥2. 11. lr.-IS・"・ 24.28. 

29. 41.萌.柿!)!.G4.町.すなわち，水稲に珪酸を施用すると稲葉や稽首の表皮厚膜，細胞数，表皮

膜壁などの厚さを増しH・16・16.m.473，表皮細胞特にイモチ病菌の最も:16-く侵入すると思われる機

動細胞咽.52.刊の珪質化が著しく増大する 1.8・10.14 制 .45・的. それらの稲体内仁は珪酸含有量が

著しく多~\Il. 18. 2!. 2-1. 2U. 33.62・M・町.一葉仁ついても表皮細胞の珪質化は上部仁多く下部にしたが

って少くなる1.50). このように表皮細肥の珪質化が高く， 珪酸含有量の多い稲はイモチ病仁対して

(U3) 



抵抗陸が高くその発生が少いといわれている:t.8・11-18.22・24.~9. 加・制. 41. 4~. 柑.嗣. ð~) また乾嫌土に育

った椙は湛7.K土のものよりイモチ病が発生しやすく t.14・10.相→ベ 乾埠土では珪設を施用してもその

効果が非常に低。剖). Sreeniva回 n42
)は虫壌湿度が高いほど植物体内の珪接合有量が増加する

ことを報告している. したがって珪駿の施用仁よるイモチ病に対する抵抗性は土築中に豊富な水分の

存在するとき仁おいて効果があるといえる.

低温では常温仁育った稲より前九 また直揺椙は移植栢より表皮細胞の珪質化が高く門前者は

後者よりイモチ病の発生が少し、.病葉には健全葉よりも珪強会有量が少くm，同一環境においても

珪駿含量は品種仁よって相違し日う 抵抗性の強い品種は弱~"\品種よりも珪酸に宮んでいることが知

られた11.19・幻.80). しかし吉井刊.57)は，表皮細胞の強瓢度〈貫穿抵抗〉はイモチ病の抵抗性に関

係しないと報告してやる. 馬場η1:1:葉の表皮細胞珪質化と品程抵抗性との関係で， 細胞珪質化

の高い品種は単位葉面積当の病斑数が少し1傾向を認め，葉イモチ病抵抗性大なる品種は抵抗性

小なる品種よりアジモニア態窒素および可溶性窒素特に前者が少やといっている.

猪狩ら 17)は泥農地仁おける珪酸の補給は水稲の発育を強健にし，病害が少し，'. またそれは珪竣

石次の形態じおい工綾も効果が大きし1といい，伊藤ら 24) は珪酸ソーダ，珪駿力日呈，珪君愛石~の稲

仁対する施用試験でpイモチ病発生の減少仁は珪設ソーダが大きい効果をあらわしたと報告した.鉱

津施用も*誌と稲葉身表皮細胞の珪質化を高め制}， 水稲仁対する珪酸供給剤となって珪酸含有量

を増じ，枇量を高め，イモチ病，メイ虫，ゴマハガレ病の被害を減少する時哨.また窒素過用の容

を防ぎ，特k老朽化水田仁肥効が高く，櫓牧することも知られた叫. 赤井町は稲ゴマハガレ病に対

する試験で珪酸の施用が葉の珪質化を士曾し，病害を減少する. しかじ葉の珪質化は品種によってゴ

マハガレ病の抵抗性に関与するが，亀治の如く珪駿を施しても特仁珪酸の吸牧量を増すことがないの

で，ゴマハガレ病と珪酸とは無関係ではないかと述べた.

大川崎・らは7.K耕栽培仁おいて硫酸¢淡度を高めると珪酸の効果が劣るといい，赤弁S)もまた硫酸

銅が稲葉の珪質化を阻害するといっている.

大川匂〉は差酸を施すと大変は凍害抵折性を増加することを指摘した. 木村21)は気象的の冷害

をうけた水稲を分析し，不稔が多い水稲ほど窒素および燐酸の含量が高く，珪酸およびカ日旦の含有

量が低下したと報告してやる.

石塚ら21)は培養液の窒素濃度が高まれば珪化車田胞の密度が小となり， 珪酸含有量の低下する

傾向があり， 加旦濃度が高まれはある程度まで密度が大となり珪酸含有量も増す.しかし珪化細胞

の密度の減少が必ずしも珪酸含有量.の著しい減少を意味しないと述べた. これは窒素濃度の低ひと

ころでは珪酸はゾル(Sol)としての安定度が低く， ゲル (Gel)として沈澱して珪化細胞の形成に

利用され易いため，珪酸は生理的系外lこおかれ， 51続いて珪酸の吸牧が行われる.しかし窒素濃度

の高い場合には蛋白の形成などが盛んとなり体内仁珪酸が吸牧せられても， そのような生理的赦態

では珪酸は珪化細胞の形成仁利用されず，他の形では存在しており，茎葉の強剛性を増大するよう

には伯き得ないためであると考えている. 荻原8)らは稲の生育中における各部位の無機成分を分析

し，出穂期までは葉鞘部が最も珪酸の含有量が多て， 葉，籾，茎がこれにつき，成熟期には茎部

が籾よh高くなったと報告じている.

植物体において珪酸が燐酸の一部を代用しうるものかどうかという問題仁ついては古くから多数の

学者仁よって論議されている. 大111mは水稲の水耕試験にFよって， 燐酸が少量施用せられた場合

には珪酸は費分燐畿の代用をなすものであると述べた.
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以上のように植物と珪酸との問題については生理的および化学的な研究が数多く報告され，植物

体仁は珪酸が大さな役割をなす不可献物質であることを論ぜられている. 特に栢についての研究が多

く，珪酸を施弔すると稲休内の珪酸蓄積量を増し，また組織の変化もあって，イモチ病の発生が減

少する左の設は一致しているようである.

川珪曹及び窒棄の施用IJ;稲葉内の珪酸含有量に及ぼす影響

栢は珪酸を最も多量に吸牧する作物であり， 薫/!J(.の中には珪酸が80%以上含まれている納. そ

の吸牧した珪裁は稲休内に集積され，表皮細胞の珪質化が行われる1.4. 6. 16 目制・ 47-<8).これがイ

モチ病仁対する抵抗性を増大することについてはもはや論議の余地がないようである 2. JJ ・ J.')-l~・:!! . 四・
担割叩.咽.同.5:1)

1 ) 橿 試 験

イモチ病の発生は土壊の種類や肥料要素によって著しい差がある. 珪酸及び望棄の施用が稲葉

内の謹酸含有量並にイモチ病の発生仁どのような影響を及lますかを権試験仁よって実験するためにイ

オγ交換樹脂法により誤製した珪駿溶液を三種類の土壌に施して試験を行った.

(a) 実験方法

1 )供試桂 さきに西門 ~I) によって報告した実験椙，すなわち7J-\岡仁埋渡した 1/.坪程に各荷

重粘土，壌土，砂土を入れた90権を用いた.

2)供試品種雄町，愛媛神力，道海紳力

3)挿狭および管理 稲苗は昭和29年6月30日lこ3本植として‘1桓9株宛植付けた.除草は

適当に数回おこなし，"¥，二化螺虫駆除として7月24日ホリド{ル20∞倍液を撒布した.

4)施肥 肥料三要素中燐酸は過燐駿石友を，加里は硫，唆カロ旦を用。て各区ども普通施用

量〈過燐酸:反当 12貫，硫加:4貫〉を施した.窒素iま硫安を無量素区，普通量〈反当 11

貫)， 2.5倍量 (25貫)， 5倍量 (50貫〉の各区に分けて施肥した.

燐酸とカ日旦は全量を，硫安は施用量の 1/3( 4貫， 8貫， 17買の各々〉を基肥として施した.

硫安の残りは追肥として一部を7月30日に各局反当 10貫，22.5貫， 45貫lこなるように施し，その

残りは穂肥として8月23日仁施用した.

5)珪殺の調製及び施用 用いた珪駿は珪殺ソーダ仁硫，唆を混合して pHを中性仁し:施用した

ものもあるが， 他の一部はイオン交換樹脂法によって得た純粋に近い珪酸を施用した. (珪酸ソー

ダの水溶液を陽イオン交換樹脂で処理すると大部分のソーダが除かれて珪駿のみが遁過して出てく

る. この珪殻液は比較拘安定でたやすく沈降しない.) この陽イオン交換樹脂〈三菱ダイ7イオソ
K) 処理法で得た珪酸は第 1 表に示す如き区に用~"\~，・ 以上の方法:c得た直接は無加用区， 反

当10買区と30貫区の3区に区分して 7fl20日施用した.

6)稲休中の窒素および珪酸の定量 稲葉中の全窒素7)定量は Kjeldahl法を利用し，珪設

の定量は試料を友化後塩畿で処理し， 分離した珪竣を揺しわけ，電気炉で灼熱し冷却後秤量し

た.宵試料は細断し1ω。C‘で乾燥したものを用いた.

7)試料採取日 8月10日に生育中のものを採取した.

(b) 実験結果並仁考察
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珪酸と蜜索の施用量が稲休内の珪酸及び窒素含有量にどのように影響するか分析した結果を第

1表仁示す.

第 1表 珪酸及び窒素の施用量と稲の含有成分との関係〈乾物重〉

〈調査 8月10日〉

『 そ区 ミN ごミ瓦ま¥醐常事干維町
会gく乾.草合%有〉量 S~?2 X 100 

N 

愛媛 雄町・ 愛媛 雄町
紳力 神力 縛11

。。 9.1 9.7 2.73 2.57 333.3 377.4 

2 11 。 6.2 8.9 3.19 3.09 194.4 2回 .0

.13 11 7.6 10.6 3.15 3.27 241.3 324.2 

4 11 3 9.9 11.9 3.29 2.97 3∞.9 4∞.7 

5 25 。 4.4 5.3 4.02 4.06 109.4 130.5 

6 25 5.8 7.4 4.00 3.96 145.0 186.9 

，7 25 3 6.9 10.4 4.01 3.19 172.1 326.0 

土J8 50 。 3.0 4.3 5.22 5.白 57.5 85.1 

9 50 1‘ 3.9 5.6 5.23 4.47 74.6 125.3 

10 50 3・ 5.4 7.5 5.20 4.74 103.8 158.2 

11 。。 7.6 7.9 3.09 2.84 246.0 278.2 

12 11 。 5.4 6.6 3.34 3.33 161.7 198.2 

獲113 11 6.7 8.4 3.49 3.61 192.0 232.7 

14 11 3 9.2 8.8 3.31 3.47 277.9 253.6 

15 25 。 5.0 5.2 4.01 4.03 124.7 129.0 

16 25 1・ 5.2 7.2 4.17 4.03 124.7 178.7 

17 25 3・ 8.0 9.6 3.62 3.95 221.0 243.0 

土118 50 。 3.9 5.5 4.76 5.13 81.9 107.2 

19 50 5.2 7.0 4.77 4.48 109.0 156.3 

20 50 3 6.6 10.7 4.83 4.37 136.6 244.9 

21 。。 7.0 7.7 2.77 2.54 252.7 303.1 

n 11 。 6.3 7.3 3.00 3.06 210.0 238.6 

重123 11 1* 8.0 9.3 3.03 3.19 264.0 291.5 

24 11 3" 9.7 10.2 3.37 2.91 287.8 お0.5

お 25 。 5.6 5.9 4.01 3.56 139.7 165.7 

給1; 25 6.3 8.2 4.35 3.44 144.8 238.4 

z1 25 3 8.6 9.9 4.14 3.54 207.7 279.7 

土 128 50 。 4.9 6.0 4.79 4.23 102.3 141.8 

29 50 5.9 7.6 4.96 4.38 119.0 173.5 

30 50 3 7.2 8.8 4.92 4.07 146.3 216.2・

備考 SiOzは反当0=なし， 1=10〆， 3=30〆施用.Nli硫安の反当施用貧数を示す・‘はイオン交換

樹脂法で得た珪酸を施用した.

この表仁よると生背中の稲の茎葉の珪酸含有量は珪酸の施用によって著しく士宮加するものであっ
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て，例えば珪酸を反当 10貫施用することによって，茎葉中の珪酸含有量は大雄把に見て2.......3割

程度の増加を，また30貫施用lこよって5-6割の槍カ暗示す.この関係は硫安の普通量 (11貫)

施用区， 2傍傘 (25貫〉施用区， 5倦量 (50買〉施用区のいずれの場合仁おいても認められた.

しかM也面において窒素の施用量によっても珪酸の含有量は非常に彫聾されるものであって，硫安50

買区では，硫安普通量区に比し，砂土の場白合は稲組織中の珪殺量が約 5割の大巾の減少を，ま

た壌土， f直土では2.......3割程度の械少を示した.

また珪酸施用の効巣は土質仁よって大いに相違することが認められた.例えば第1表中， 砂土区

lこおいて硫安普通量 (11貫〉を施し，珪酸を施用しなかった場合には， 愛雄紳力の珪酸含有量は

6.2%である.然る仁硫安施用量を場して 25買とすると珪酸を30貫施さなければこれだけ句珪酸含

量を保てない (6.9%). 更に硫安施用量を士宮して 50貫とすると，珪酸30貫施用区といえども到

底これだけの珪酸含量を維持し得ない. 仁もかかわらず埴土区あるいは嬢土区では硫安10貫，珪酸

無施用の場合珪酸含量は各局 5.4~"， 6.3%であるが， これだけの珪酸含量は硫安50貫区仁おい

てすら珪酸を10貫施すだけで充分到達し得る (5.2%と5.9，の.
このよう仁窒素を多量仁施した場合仁，珪酸施用の効果は砂土く壊土く埴土の順に大である.

この関係は SiOz/NIこついて見ても同様であり， また後述の第5表， 第6表仁示す如く，窒素と

珪綾の施用量が同一ならば， 砂土， 壊土，植土の順lこ葉イモチ病および稽頚イモチ病の発生が減

少する傾向ともよく一致してひる.

なお窒素の吸牧量はイモチ病の発生を誘引する一大要素であり， その含有量はもちろん硫安の施

用量の増加仁伴って増加したけれども， 同一宮素施用量では，珪酸の施用量にしたがってそれが多

くなったり少くなったりする傾向は殆んど認められなかった.

以上o如く筆者らの行った圃場試験で、も珪酸と量素の路用が稲体内の珪酸含有量を左右し易

いと云う点では多くの研究者と同様であったがf-e.H.H.2S4.個 .31. 11.四.刷・町硫安を多肥する場

合の珪酸の効果は，砂土く壌土く埴土のl頓に著しく大であることを認めた.

2)ポッ ト 賦撤

ポット試験でもつきの如く処理した稲葉について珪離合有量を分析した〈第2表).

稲は5万分の1.&のポットで2本宛3株植として栽培し，燐酸・加里の施用は普遜栽曙量を，

窒素は硫安反当 10貫， 20貫， 40貫の面積割合として施した.珪酸は無珪酸 〈標準区)， 井戸

水かん水 (SiOz略 3Omg/I)，反当30買と 1∞貫区仁分けたく弁戸水区以外は珪酸の供給を

絶つ意味ですべて純水をかん水した).

第 2表 珪酸および蜜素の施用量と稲の珪厳含有量

珪酸無施用 弁戸水 法酸 30 珪酸 100

硫安〈貧施〉用量 水分(%合〉量瑳E量合量水〈分%合〉量農政(%合〉量水分("合〉量穫量〈険%合〉量水分(%合〉量畿圏く直9合.. 
(%) (%) (%) (，，) (%) (%)径2

10 78.5 4.2 78.1 4.8 75.9 10.5 74.0 16.3 

20 77.6 3.5 75.8 6.3 76.0 8.8 77.4 11.8 

40 76.7 3.6 75.8 6.3 72.8 8.5 70.0 9.4 

備考:珪酸含有量は稲葉乾重に対する割合である

井戸水とは繍のかん水仁井戸水くSiO:.3Omg/ 1 ) を用~~，その他は純水をかん水した.
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この結果稲の珪酸含有量は珪酸の施用によって著しく増加し， Si02 100貫施用区では硫安10

貫のとき 16%余， 40貫のとき9%余であって，珪酸無施用区の3-4，~仁較べると 3-4 傍量も

多かった. しかも珪殺の添加量が増加するに従って， 硫安の施用量の多少が珪致合有量の変動の

巾を大仁する傾向があったが， 珪酸無施用区においては珪殺の含有量が扶乏してすでに生理的の最

少限度にあったのか，硫安の施用量に関係なくほぼ一定値の3-4%を示した.また井戸水区が珪

酸無施用区よりも珪酸舎量が多かったのは，かんがい水中の珪酸仁よる効果と認められる.

3)岡野川と大江川との合流地点における現地調査

火山噴出物を水源とする河川には珪酸が著しく多く溶けており，判鳥取県の日野川は途中で休

火山大山から流下する大江川を合せるが，両河川の水は珪酸含有量が著しく異っている. しかもか

んがい水仁含まれる珪酸と稲体内の珪酸含有量とは非常仁相闘が高いことを著者の1人小林が報

告した2~}

イモチ病仁対する抵抗性が稲休中の珪酸含有量と正比例して増減することは上記に述べた如くで

ある. このととからかんがい水の珪離もまたイモチ病の発生仁影響するところが大きいと推論する. そ

こで倉敷から比較的近い距離にある日野11rと大江川仁ついて調査した結果を述代て見る.

1)稲の栽常条件. 日野川と大江111の水は珪酸含有量が著しく異なり，しかもその合流地点は

同一理境条件である. すなわち， その土質は同じ地域(日野郡議口町〉であるため両者とも沖積

居の壌土である. また気象条件を同じくし， しかも同一農家が両河川の流域にまたがって稲を栽噂

している関係上ほほ同品種が作られ， そ¢栽培管理も同様である点から実験遂行上標本の選択採

取の点で非常に好都合であった.

2)実験の方法. 両川から流れるかんがい水仁ついて， 昭和29年 7月と 10月の2回仁川水を

採取して珪酸含有量を比較分析した.水中珪酸の比色定量は島津の光電分光光度計を用いた.

また両川の水をかんがい水とした各kの水稲について珪酸含有量を比較分析した. 共試稲葉はか

んがい水以外の条件をなるべく同じぐするため，同一品種を選んで 10月中旬に採取した.なお人工

的影響をさけるため植物指標として両河川敷の野生植物である笹と産についても珪酸含有量を分析

した.

3)実験結果並び仁考察.両かんがい水中の珪駿含有量は著しく差があり，大江川の水は日野

川の水よりそれが2.5倍以上多かった.すなわち，その珪離合有量は7月では日野川が16.7mgjl，

大江川が39.0mgjlであり， 10月では前者 第3表大江川と日野JIIの水の珪酸含有量

が24.8昭 jlで後者が伺.4mgjlであった ¥ベ採取月日
E.oJJ 15隠

(第3衷)・ 河 一

栢体内の珪接合有量は大江川流域の稲
JI[ 

が日野川流域からのものより著しく多かった 大 江 川
日野川

(第4表).これはまた野生植物である河川

7)! 
I 

39.0 66.4 

16.7 24.8 

敷の4症や霞仁ついても同様であった. それは 備考両河川!の合涜地附近〈日野郡軍事口町〉

E 

25.0 

人工的栽場をさけた野生植物であるから，かんがい水中の珪殺含有宜がその植物仁著しく影響して

いることを示す.

このよう仁稲の珪酸含有量を高める点で天然水中(かんがい水中〉の珪設があたかも前節の試験

で人工的に調製し施用した珪酸と同様の効果があることを現地試験仁よって確認した.

従ってイモチ病仁対する抵抗性は稲休中の珪酸含有量仁正比例して関係するこ左から， かんがい
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7](の珪接もまたイモチ病D発生を防除する効果があると推論される. この点が明らか仁なれば， かん

がい水中の珪酸含有量とイモチ病の発生との関係から，かんがい水系的に防除が考慮されるわけであ

り，また窒素肥料或は珪雪変質肥料の施用に対しても貢献するところが大きし1と思う.

第 4表 大江川と日野川流減における水稲，駁，笹業の珪酸含有量

よ ぞ 農林 農林 農林
箆 良22号 29号 29号

ーー

ー台 10.8ら‘ 9.呉川大江川流域 12.0 17.3 

日野 )11流域 9.4・僑 11.7・・ 13.3“‘ 9.0・・ 8.1・‘

備考‘稲藁採取地附近のもの.... JIIの西岸で採収.制場東岸で採取.

H 州日蔭地にて採取せるもの. 採薬は10月中旬であった.

IV 稲葉における珪酸及び窒棄の蓄積量と

イ号チ病の窺生との関係

草草

4.4・・・

笹業

!II 
16.3 

10.0・・

上記IIIのめで述べた握試験の稲についてイモチ病の発生献況を調べた結果は次の通りである

(a) 実 験方法

葉イモチ病の発生調査は病躍が観察され始めた7月27日から時期別仁1橿内の全病斑数を数え

た; 8月17日頃からはイモチ病の発生が著しく増加したため，一部の区は病斑数の調査が困難とな

ったので，それは発病程度土，+…...tIttで表わした. しかし調査の結果は8月12日と23日の成績

を表に示した(第5表).

璃頚イモチ病の発生調査は 10月29日仁おこなしi'， 総本数と発病本数とからその発病比率を出し

た.但し摂虫威風の被害のため倒伏枯死した茎があったので調査本数の少し1区があった.

(b) 実 験結果

上記のような方法で実験した結果は葉イモチについては第5表に穂頚イモチ仁ついては第6表に示

した.

イモチ病の発生はその初期において変化は少いが， その増加の傾向が窒素施用量を増した区に著

しくなった. 珪駿の施用はこれと反対にイモチ病の発生を減少させた. すなわち珪酸の施用によって

稲のイモチ病仁対する抵抗性が高くなったようである. しかし窒素施用量が非常に多かった場合仁は

その窒素肥効が非常に長く続いたためか， イモチ病の発生は夏季高温乾操期に至るもなお多かった

(8月17日以後硫安50貫区の愛媛神力種).この時期における珪酸含有量について分析していな

いのでその時の稲葉内の珪接合有量とイモチ病発生との関係は論じられないが， 少くとも珪酸を分

析した8月10日とその頃 (8月12日)のイモチ病の発生とは非常に相関が高かった.例えば埴土区

の愛媛紳カ種では硫安25貫区の無主主酸区は珪致合有量が5.6%に対し，硫安50貫区の珪酸30

貫施用区は7.2%であった. そしてイモチ病の病斑数は前者が76個に対し後者は33個であった.

窒素肥料のみ考えるならば硫安¢施用が2倍量多かった後者がイモチ病の発生を多くするだろうと，思

われるが，事実は前者が多かった. また同じく愛接神力種について珪殺含量を土壌別に比較してみ

ると，硫安 50貰，珪接 10買区では砂土の場合 3.9%，嬢土 5.2~"; ，埴土 5.9%と増加してい

る.同じ区についてイモチ病施数を見ると8月10日に各々 150，120， 93と減少している. このよ
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うlこ稲葉内の珪離合有量とイモチ病の発生とは非常に高い相関々係があった. これは明らかに珪酸

の施用による稲葉内の珪接合有量が彫響したためである.

穂頚イモチ病については摂虫や齢風の被害のため実数を得ることができなかったが， 調査できた範

囲内では珪酸の施用は第6表に示す通り穂頚イモチ病の発生をも減少する結果を得た.

第 5 表 珪酸及び窒素の施用量と葉イモチ病の発生との関係

"'=:::--ミミ-¥¥F¥創、品温? 賓援 8 
月 12 日" 8 月 23 日

雄町 謹主海 愛媛
雄 町 a市E申海力区 N SiO~'-....... 紳力 神力 紳力

。。 。 。 。 。 。 。
2 11 。 7 3 6 3 

砂I3 
11 6 。 。 3 。

4 11 3 。 。 。 。 。
5 25 。 30 4 25 23 5 5 

6 25 9 。 13 9 3 2 

7 25 3 13 2 4 10 2 。
土I8 50 。 431 12 33 * 12 110 

9 50 1・ 150 7 8 1+ 6 45 

10 50 3‘ 38 7 21 + 2 29 

11 。。 4 。 。 。
12 11 。 30 II 9 9 2 3 

ヨ1113 11 26 2 3 5 2 

14 11 3 8 4 4 2 2 。
1-5 25 。 65 8 14 fO 7 9 

16 25 1* !l6 11 19 64 9 6 

17 25 3・ 58 16 5 20 2 3 

土 118 50 。 164 25 52 +十 50 65 

19 50 120 25 6 + 31 37 

20 50 。 72 14 12 104 14 9 

21 。。 4 3 。 。 。
22 11 。 44 10 9 2 。

積123 11 1・ 5 !l 2 。 2 

24 11 3・ 4 9 4 。
2s 25 。 76 22 13 45 15 4 

25 36 22 2 47 10 2 

25 3 14 6 3 19 3 

50 。 73 24 64 !l1 62 40 

50 93 10 16 108 28 10 

50 3 33 6 5 74 4 4 

備考 ・珪酸1:1:イオン交換樹脂法で得たもの.調査数l土1権内の病斑数を示した. **稲体内の珪酸及び窒

素含有量の分析を行った時期.発病華華しく増加した区は病斑数の調査仁困難であるため+:絢多~'.

1+:，多い，掛:非常に多い柵:は激甚の発病程度で表わした.
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第 6表 珪酸および窒素の施用量と穂頭イモチ病の発生 (10月29日〉
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備考 調査は10月m日.‘珪畿の施用liイオン交換樹脂法で得たもの.

SiO空は反当 0=なし.1=10〆， 3=30〆施用.

Nli硫安の反当施用貰数を示す. L>.I土0.1%より低かったく0.04%).

(c)考察

上記の如く稲に珪殺を施用することによって稲体内の珪酸蓄積量が増加し， そのような稲はイモ

チ病の発生が減少する. 寺尾49)や池間らru)はイモチ病の発生と珪酸の施用どは相関が高やが， こ
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れは単に珪殺の吸牧量だけが関係するのでなく， 同時に稲体内の窒素含有量が彫響するといってい

る.

すなわち，その発生は珪酸:窒素 Si02怖を問題としなくてはならないと述べた・.10.掴'.従って

Si02/N率の低い稲が発病し

易く，それが高い時その発生が

少いという.筆者ちが行った圃

場試験の結果(第1表・第5

表〉から Si02/N率 (8月10

日分析試料採取〕とイモチ病

発生歩合 (8月 12日調べ〉

との関係を図示して見ると第

1図の通りである. この図によ

ると 1橿当りの葉イモチ病斑

数は Si02/Nとは完全に逆の

関係にあることが認められ， ま

た砂土，獲土，埴土と土質の

相異仁よって病斑数は多少変

化するものであって，第1図で

は閉じ Si02!N率でも砂土の

場合に葉イモチ病斑数が他の

土壌よりもいくらか少し、結巣と

なっている.

衣仁第2図II同じく 8月

10日仁分析試料を採取した

SiOz/N率ι10月29日に調

奇した稽頚イモチ擢病歩合ど

の関係を示したものである. こ

れは調査した時期にかなりの隔

たりがあるから， 相関を求めるのは適当でないかと，思われるが， それでもなお Si02!Nとイモチ病抵

• 
第 1図:稲葉の Si02/Nと葉イモチ病斑数との関係
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抗性との関係を良く具現している.ただこの場合は第1図と反対仁同じ Si02/N率のとき仁は砂土

の場合に躍病率が大きい結果となっている.

以上の如く筆者らの圃場試験の結果， 寺尾らのポット試験の結巣と同様仁イモチ病の発生と.

珪酸含有量あるいは Si02/N率との聞には深い相関関係のあることがわかった. しかも， 稲の珪殺

含有率を高める点で天然水中(かんがい水中〕の珪酸があたかも人工的に調整し:施用した珪酸と

同様の効巣があることは IIIの1)，2)， 3)節で述べた遁りである.

従って， 結論としてかんがい水中仁多量仁含まれる珪般が人工的に施肥した珪酸と同様にイモチ

病の発生を防除する効巣があることはもはや疑問の余地がなく， この結果としてイモチ病の発生はか

んがい水系的仁も考慮されなければならないということがここ仁立証されたわけである.

本研買lま病容の地域的防除の観点からも，また多牧穫を目的とする場合の窒素肥料の多肥に対
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する耐肥性の点から見ても重要な基本となるものであるかち，今後なお研究を進めるつもりである.

第2図 稲葉のSi02fNと穂顕イモチ擢病歩合との関係
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V 摘 要

1.かんがい水に溶解して稲仁供給される珪酸の量は意外に多量であり， 従ってイモチ病発生の頻

度はかんがい水質によって著しく左右されると推定される. これはイモチ病の地域的防除或は施肥上

から見て重要な問題であるから，病種学並びに化学の両面からその究明を行った.

2.イオン交換樹脂法を応用して多量の珪員長溶液を調製し. 3種の土嬢ι 3品種の稲につい

て，圃場試験を行った結巣は，第1表の遁り茎葉の珪酸含量li珪般の施用仁よって櫓加し，窒素

の多肥仁よって減少するが， 珪首長施用の効巣は砂土く壊土く埴土の順に大であることを知った.

3.珪重量の供給を絶つために純水をかん水したポット試験の結巣 (第2表〉では， 稲の珪雪量含有

量は珪酸の施用仁よって 3....，4傍にも櫓加する しかも珪裁の添加量;が櫓加するに従って盛棄の施

用量の多少が楢の珪離合有:置の変動の巾を大きくする傾向があった. また井戸水かん水区は純水

かん水区よりも帽の珪酸含量が多いことを認めた.(井戸水仁よって珪殺が供給されたため.)

4.水中仁溶解する珪唆含有量が著しく異なる点を除くと他の栽略環境が同一である日野川とそ

の交流大江川の流域を選んで現地調査を行った結果は第3表及び第4表lこ示す遁り， 稲， 野草

ともに植物体中の珪離合量が大江川流域のもの仁多く， 水中の瑳酸量と高い相関関係仁あること

がわかった.従って天然水中の蕗酸はあたかも人工的に調製し施用した珪酸と同様に稲の珪酸含有

量を高める効果がある.

5.上記の圃場試験について葉イモチ病並びに稽頚イモチ病の発生紙況を調べた結巣は第5表

および第6表に示す遁り， 珪竣の施用lこよってイモチ病の発生が減少するが， 反対に量索の多肥に

よって増加する. 従って稲の組織中の直駿:窒素 Si02/N;!:与を分析結巣から計算し，それとイモ

チ病努生歩合との関係を図示して見ると第1図あるやは第2図¢如くであって，病斑数は土質仁よ
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り相違はあるが，イモチ病の発生歩合11Si02!N率と完全に逆の関係にあることが認められた.

6.以上の結果を綜合すれば， かんがい水中に多量に溶解する珪酸は， 人工的に施肥した珪酸と

問機仁稲の珪酸含量を高めかつイモチ病の発生を防除する効果があることが確実である.従ってイモ

チ病の発生はかんがい水系的に考慮されなければならないことが立証されたわけであり， また同時に窒

素肥料や珪酸肥料の施用に当ってもかんがい水系の別を考慮に入れるべきであることが知られる.
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